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ソフトウェア製品の障害テスト実践事例

日本アイ・ビー・エム(株) 岩本裕子
2005/1/25

テスト内容別による問題発生内訳
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障害テストの重要性

情報システムの障害原因

出典：(財)日本情報処理開発協会

図2．日本国内の障害原因図1．グローバルの障害原因

出典：ガートナー

図3．障害原因比率の比較

障害テストの困難さ

1. 実環境に近い高負荷アプリケーション環境で実施する必要性。
=>実業務の理解と入念なアプリケーション環境構築が必要。

2. バクの健在化がタイミングに依存し、意図的に再現するのが困難。
=>解析の為の資料取得が一発勝負。

事前に入念な準備が必要

障害テストの準備

障害テスト構成の準備

2084-B16の4区画を使用
(うち2区画は内部結合装置)

IBM zSeries並列シスプレックス
データ共用環境

共用データベース

CF7 CEC7

CF8 CEC8

2084-B16

OS区画(ミドルウェア)

OS区画(ミドルウェア)

CF(内部結合装置)

CF(内部結合装置)

ソフトウェア
- z/OS R4(オペレーティング・システム)
- DB2 for z/OS V8(リレーショナル・データベース)
- CICS TS 2.2(トランザクション・サーバー)
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並列シスプレックス・データ共用環境イメージ図（参考）

１．処 理 量 ，デ ー タ量 の増 加 に対 応 した段 階 的 成 長

２．高 い可 用 性

３． SYS P L E Xに参 加 して い る各 DB 2は ひ とつ の グ ル ー プ として ま とめ られ 　
　 　エ ン ドユ ー ザ ー か らは単 一 イメー ジ で ア クセ ス

共 用デ ータ ベー ス
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稼動アプリケーションの準備
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トランザクション・レート；約110件/秒

テスト・プロシージャー雛形の準備(共通部分抜粋)                  テスト・プロシージャー雛形の準備(障害ケース抜粋)                 

コマンド・リストの準備 (例：システム・ログの保存)                      解析資料取得の為の環境整備

1. ダンプ用のディスク・スペース

2. トレース用のディスク・スペース

3. データベース・ログ用のディスク・スペース etc…

テスト・プロシージャー雛形への組み込み
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障害テストの実施

実施スケジュール

障害テストの優先順位付け
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2084-B16

OS区画(ミドルウェア)

OS区画(ミドルウェア)

CF(内部結合装置)

CF(内部結合装置)
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障害テストの評価

業務への影響を評価

1. 障害発生時
2. 障害後の回復
3. 稼動中アプリケーションへの影響

まとめ

1. 障害テストは、ソフトウェアの品質向上には、重要だが、効果的に実施するには、
事前の入念かつ緻密な準備が必要。
=>準備作業の精度と質が、テストの成否を左右。

2. 障害テスト結果の評価は、単に、ソフトウェアの動きが期待通りであるか否かだ
けでなく、現実に近いアプリケーション環境での、業務と運用を踏まえた評価・
考察が重要。


